
教員と生徒の距離がとて
も近いのも、城北の学び
の特徴。わからないこと
があれば、気軽に質問す
ることができます

ネイティブ教員と日本人教員による「ティーム・
ティーチング」の様子。文法について学びながら、
同時に聞く・話す力も育てます

すことを繰り返しているうちに、文法的にも論理的にも正
しい文章が書けるようになります。「エッセイ・ライティング
に取り組む前段階として、中学のうちは、夏休みの思い出
といった身近な話題をテーマに、英作文を書く練習をしま
す。実際に書いてみることで、習った文法や単語の使いど
ころがわかり、英語力の底上げになります」

3日間の〝英語漬け〟を体験できる
人気の「イングリッシュシャワー」

　希望制のプログラムも、生徒の英語力向上を後押しして
います。中1から高1の生徒が参加できる「イングリッシュ
シャワー」は、3日間、英語のみで会話をしなければなら
ない〝英語漬け〟のプログラム。ネイティブ講師1名と生
徒4～ 5名で一つのグループをつくり、特定のテーマにつ
いて議論し、最終日にはその成果を発表します。本来は
対面式のプログラムです
が、新型コロナウイルス
感染症対策のため、現
在はオンラインで実施し
ています。「学んだ英語を
集中して使える機会とい
うこともあり、生徒たち
にも人気のプログラムで
す。毎年、各学年から
100名ほどの生徒が参
加しています」と金子先
生。扱うテーマは学年に
よってさまざまで、中1で
は「日本の文化を紹介す
る」といった楽しく話せ

ティーム・ティーチングで
多様な英語と文化に触れる

　城北中学校・高等学校では、確かな学力を養うために、
「3期体制」による独自の一貫教育プログラムを実践して
います。中1・2は「基礎期」、中3・高1は「錬成期」、高2・
3は「習熟期」として、それぞれの学年に適した授業を行っ
ています。
　英語では、基礎期にあたる中1から、ネイティブ教員と
日本人教員によるティーム・ティーチング（TT）を週に1コ
マ実施。時にはクイズなどのゲームを交えながら、基本的
な文法を学びます。「最初はネイティブ教員の英語をうまく
聞き取れなくても、日本人教員が補足するので、徐々に理
解できるようになります。1名での指導に比べ、生徒たち
の学習状況をよりていねいにチェックできるのもメリットで
すね」と、英語科の金子翔平先生は説明します。
　TTでは、多様な英語や文化に触れることができるのも
大きな利点です。「現在、城北には6名のネイティブ教員
が在籍しています。その国籍はアメリカ、イギリス、オース
トラリア、トリニダード・トバゴなどさまざま。アメリカ英語
とイギリス英語の違いや、教員の文化的な背景についても
学ぶことができます」と金子先生。ネイティブ教員も学校
生活に深くかかわっており、授業だけではなく、生徒たち
をさまざまな側面でサポートしています。
　さらに、TTでは書く力を伸ばすため、高校で「エッセイ・
ライティング」という取り組みを行っています。これは、特
定のテーマについて、みずからの主張や具体例を盛り込ん
だ英作文を書くというもの。段落の構造を意識しながら、
クオリティーの高い文章を書けるようにするのが狙いです。
ネイティブ教員が英作文を添削して、それをもとに書き直

るテーマを扱う一方、高1では賛否の分かれる難しいテー
マを題材に、より高度な議論を行います。3日間のプログ
ラムを通して、生徒たちは英語を話す楽しさを知り、学習
への意欲を高めていきます。
　高1の希望者を対象とした「ターム留学」も、人気のプ
ログラムです。本来は、アメリカ、カナダ、オーストラリア、
ニュージーランドから1か国を選択し、その国の高校に通う
3か月間のプログラムでしたが、2021年度はコロナ禍の
影響で、カナダのみでの実施となりました。「2021年度は、
2名が留学しています。コロナ禍ということもあり、複数
回研修を行い、万全の準備をしてから送り出しました。2
名とも、貴重な機会を無駄にしないよう、現地の学校で
一生懸命学んでいます」と、金子先生は生徒たちの様子
を語ります。
　そのほか、中3～高1の希望者を対象とした「オースト
ラリア語学研修」も人気プログラムでしたが、こちらはコ
ロナ禍で中止に。その代わり、中1～高2の希望者に向
けて「オンライン英会話」を実施しています。外部の民間
企業と連携し、一定料金を払えば、1年間、何度でも海
外の講師と英会話をすることができます。「毎日取り組んで
いる生徒もたくさんいます。海外に行けないなら国内で英
語力を伸ばそうと、みんな熱心に取り組んでいますね」と
金子先生。最も参加者が多いのは高1で、数十名がオン
ラインでの英会話を楽しんでいるそうです。

洋楽や洋書を交えながら
生きた英語を楽しく学ぶ

　「城北の英語教育では、〝楽しさ〟をとても大切にしてい
ます」と話す金子先生。「英語を単なる受験科目ではなく、
世界とつながり、自分を豊かにするツールなのだと実感して
ほしいのです」と説明します。その一環として、金子先生
の授業では、洋楽を定期的に取り上げています。「古いも
のから新しいものまで、まんべんなく紹介します。時には生
徒のリクエストを聞くこともあります。難度の高い曲をリク
エストされて、みんなで必死にリスニングしたこともありま

すね」と笑います。楽曲を歌うアーティストの文化的背景を
学んだり、歌詞を解釈したりしているうちに、生徒たちは、
英語や世界の文化を身近なものに感じるようになります。
　高校の授業では、洋書を取り上げることもあります。教
員がおもしろいと感じた洋書を紹介し、印象的な一節や
表現について学びます。「大学入試では、洋楽や洋書に出
てくるような、〝生きた英語表現〟を扱う問題が出題される
場合もあります。大学受験に臨むうえでも、教科書以外の
英語に触れるのはとても大切なことです」と語る金子先
生。そして、「生徒の興味を引く工夫が、結果として学力に
もつながるのです」と強調しました。
　最後に、金子先生は受験生にメッセージを送りました。
「城北は教員と生徒の距離が近く、とても和気あいあいと
した校風の学校です。学習も学校生活も思い切り楽しみ
たいという受験生は、ぜひ見学に来てください」

　城北中学校・高等学校は、毎年、難関の国公立大学や、最難関私立大学に多くの卒業生を輩出する男子進
学校です。「着実・勤勉・自主」を校訓とし、確かな学力と豊かな人間性を養う教育を実践。特に「英語教育」は、
英語力の向上だけではなく、世界への興味・関心を引き出すため、「楽しさ」も意識した授業を行っています。
東京大学出身で、その経験を生かした受験生への指導経験も豊富な英語科教論の金子翔平先生に伺いました。

英語を学ぶ楽しさを伝える
工夫をこらした授業とプログラム
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